登別市市民自治推進委員会　第１回総会会議録
と　き：　平成２３年６月１５日（水）
１８時３０分～２０時
ところ：　登別市市民活動センター
　　　　２階　市民活動室Ａ
出席２２名　委任６名
１．会長挨拶
（木村会長）

❑３月１１日の大震災でまちの機能が失われた地域があった。登別市はどうなのか。まちの機能としては整っている。しかし、市民自ら、我々のできることは行えているか。自治推進委員会は機能を果たしているのか。自治推進委員会の機能としてはまだまだ果たしていないと認識している。先般、規約改正を行って組織改正を行った。委員は４０名いるが、すべての委員が企画委員会に所属しているわけではない。まだまだ取り組むべき事がある。より良き登別市をつくるため、一層のご協力をお願いしたい。前向きのご意見をいただききたい。
２．定足数の確認

（事務局）

　❑委員総数４０名のところ、出席２２名、委任状６名提出となっております。定足数は規約に基づき過半数で成立となりますので、成立していることをご報告します。

３．議長選出

（木村会長）

❑議長については、慣例により、副会長の和田副会長が行う事とします。
４．議事

（和田）

❑３号議案をお待ちの方はいないので、３号議案はなしとさせていただく。

○第１号議案　平成２２年度活動報告に関する件

（木村会長）

❑全体会議については、平成２２年６月２９日（月）１８時３０分～２０時に、登別市市民活動センター２階において開催。平成２１年度の市民自治推進委員会の活動報告、役員改選と組織変更について議題とした。
また、役員会については、平成２２年７月１２日に第１回目を開催し、５月２６日までに１１回開催しました。主な議論としては、自治推進委員会の取り組みはどうあるべきかという議論を行ってきた。事業見直しに関する企画委員会、全市観光に関する企画委員会を設置した。広報活動として、昨年、広報のぼりべつ１１月号に市民自治推進委員会の記事を掲載し、委員の募集も行った。市民自治フォーラムについても検討を行ってきた。平成２２年度の市民自治フォーラムについては、大震災の影響で講師が来道できず、中止とした。行政報告としては、都市整備部から景観・みどりの条例案について、保健福祉部からは福祉のまちづくり条例、地域福祉計画策定について報告があった。
（瀧川委員）

❑事業見直しに関する企画委員会についてですが、登別市を取り巻く状況は厳しくなってきている。地方分権や少子高齢化など、問題は多岐にわたっている。取り組みに当たっては市の行財政改革に沿って考えることとした。企画委員会では、見直しの方向性、市の事業の分析・調査を行った。特別会計については対象外とした。第４回の企画委員会では、役員会に現在の進め方で良いのか確認をとり、了承をもらっている。第６回では、事業を４件抜き出した。が、４件同時進行では作業的に厳しいので、１本ずつ行う事とした。その１本は役所の組織の土壌改善、市職員の意識を改革し、改革できるようにするべく事業を選択した
（川田委員）
❑全市観光に関する企画委員会についてですが、第４部会から行っていた全市観光について経緯の確認、８つのテーマの確認を行った。テーマすべてを同時に取り組むのは厳しいため、ご当地検定に取り組む事とした。登別観光協会が主催する講演会にも参加した。また、桜坂一期一宴にも参加した。第６回の企画委員会では、関係機関の出席をいただき、企画案についてご意見をいただいた。今後もご当地検定に取り組む事としている。
（和田議長）

❑ご確認、ご意見はありますか。
～意見なし～

（和田議長）

❑第１号議案は承認されました。
○第２号議案　平成２３年度活動計画に関する件

（木村会長）
❑総会については、本日、平成２３年６月１５日（水）に行いました。

役員会については、（１）役員会の開催（毎月を基本とする）、（２）必要に応じて勉強会を開催する、（３）その他目的達成に必要な事項の協議・検討・実施する事としています。また、総会終了後、皆様から自治推進委員会についてのご意見等をいただきたいと考えています。
（瀧川委員）
❑事業見直しに関する企画委員会についてですが、これまでの経過を踏まえ、内々ではあるが絞り込んでは来ている。ただ、市や議会との意見交換は着手していないので、目的は市職員が自ら改善をしてもらうためであるので、職員の意識改革をしてもらうよう取り組んでいきたい。市職員自身も行財政改革に取り組みたいと考えている。がんばる地方応援プログラムもその一環と考える。進め方としてはスリム化に向けた行政改革の推進、職員の意識改革について、我々の民間で培った知識を活かしていきたい。まずは、市の状況を把握することが必要であるので、そういった作業が必要。市の意識改革の考えはわかるが具体的な物が把握できていないので、その辺を把握したい。企画委員会のメンバーについても９名となっているので、新たなメンバーを募りたいと考えている。日程としては、９月までに大筋の検討項目を整理したい。その後、議員との意見交換をしたい。
（川田委員）
❑全市観光に関する企画委員会についですが、観光について今後も活性策の検討について取り組んでいきたい。全市民が愛着を持ってまちの情報を発信できる全市観光に取り組んでいきたい。また、関係機関との連携も行いたい。まずは、市内の観光資源の情報収集、整理を行っていきたい。検定制度の実施に向けて引き続き取り組んでいきたい。具体的な作業（問題づくりなど）に取り組んでいきたい。定例の企画委員会では間に合わないので、作業部会のような場を持ち取り組んでいきたい。関係機関との意見交換も必要に応じて行っていきたい。
（和田議長）
❑意見、質問はありませんか。
～意見なし～

（和田議長）

❑第２号議案については承認されました。以上を持ちまして総会を終了します。
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